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急速に温暖化した北海における安定したプランクトン個体群に対比される 

東部北大西洋におけるプランクトンの大幅な減少 

 

海洋生態系においてプランクトンは、環境変化に最も敏感に応答変化する分類群と考え

られている。プランクトンはまた、食物網の基盤を形成するため、海洋生態系の状態を示す

重要な指標となっている。しかし、植物プランクトンと動物プランクトンの両方のデータを

用いた長期的な経年変化に関する知見は乏しく、また、沿岸域と外洋域のデータを合わせた、

水平的な海域間差を含む経年変化に関する知見はほとんどない。本研究は Continuous 

Plankton Recorder (CPR) のデータと、東部北大西洋と北海に面した各国にて行っている動・

植物プランクトン定点観測のデータを組み合わせて、東部北大西洋と北海におけるプラン

クトンの経年変化と水平的な海域間差を明らかにすることを目的として行った。 

1960年から 2019年の東部北大西洋と北海に面した海域 (35–65oN, 15 oW–10oE) において、

目合い 270 µm、開口部 1.61 cm2の CPRによる表層 (水深 7 m) の水平連続採集を行い、採

集された動・植物プランクトンを定量した。定点観測データとして、当海域に面した 15の

研究機関から OSPARに提出された 1960年から 2019年までのデータを用いた。各分類群の

長期的な経年変化は Kendallトレンド検定により解析した。また、K-means法による非階層

型クラスター解析を行った後、非計量多次元尺度法により、各クラスター (各海域) に影響

を及ぼす環境要因を評価した。 

東部北大西洋の全域において、扱ったプランクトン分類群の出現個体数や細胞数は、その

多くが減少していたが (10年あたりの減少度合いは渦鞭毛藻類: -5％、終生動物プランクト

ン: -7％)、一時性動物プランクトンは、10 年間で 12％増加していた。クラスター解析によ

りプランクトン群集は、北海などの沿岸域と、東部北大西洋の外洋域の 2つに区分された。

沿岸域において多くの分類群は経年的に増加し、外洋域では減少していた。プランクトン数

の経年変化は、植物プランクトンよりも動物プランクトンにて、より大きかった。北海など

沿岸域では、急激な温暖化や漁業の影響が大きいにも関わらず、温暖化が緩やかで漁獲圧の

低い東部北大西洋の外洋域での変化よりも小さく、これは予想に反する結果であった。東部

北大西洋の外洋域では、動・植物プランクトン全分類群を通して個体数や細胞数の大幅な減

少が見られ、憂慮すべき事態といえる。その原因やメカニズムはまだ不明であり、持続可能

な利用を実現するためには、さらに研究を進め、対策や対応策を考えなければならない。 
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